（様式第１号）

平成２６年度岡山市市民協働推進モデル事業提案エントリー書

（事前協議申請書）

岡山市との協働により課題解決を図るため、次の事業計画により、平成２６年度岡山市市民協働推進モデル事業の提案を行いたいので、協働する市担当セクションとの事前協議を申請します。
■事業計画案（概要）

	提案団体名
	団体名
	　特定非営利活動法人メンターネット

	
	合同提案団体

※協議体・実行委員会などを組織し複数の団体で提案する場合団体名をすべて掲載してください。
	岡山県中小企業団体中央会（岡山県外国人技能実習生受入組合協議会）

財団法人国際技術交流事業団

特定非営利活動法人岡山日本語センター（アジア国際センター・日本語教室含む）


	担当者
	団体名
	ＮＰＯ法人メンターネット

	
	役職
	事務局

	
	氏名
	三輪美幸

	
	電話
	086-232-1538

	
	E-mail
	miwahoujin.m@kvf.biglobe.ne.jp　

	提案事業の名称
	外国人市民へのＷｅｂサイトによる多言語情報提供

	協働事業実施により

解決したい課題
	外国人市民への生活・風俗習慣、行政、在留資格などの多言語及びわかりやすい日本語での情報提供が一元化されていない。



	市との協働の必要性
・効果等
	在住外国人支援について行政及びＮＰＯ・ボランティア団体はそれぞれに活動している。ＮＰＯなどが、岡山市国際課及び外国人市民に関連する部門と情報を共有し協働していくことにより相乗効果を得ることが可能となる。


	協働事業の概要

（目的、事業内容、対象者、期間等）
	■目的
人口減少時代を迎え、行政及び各種社会資源と協働し、外国人市民が地域活動に参画し、安全・安心な暮らしを実現し、地域経済社会の活性化を図る。
■事業内容

岡山のボランティア日本語教師・翻訳通訳者のネットワークをつくり、合同提案団体及び岡山市と協働して下記事業を包括的に行う。

1 わかりやすい日本語・多言語での外国人市民への独自Ｗｅｂサイトによる広報（おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト「つながる協働広場」への掲載）

2 日本語教師・翻訳・通訳者の交流会・研修会を開催する。
■対象者

岡山在住の外国人市民（岡山県・２１，０００人、岡山市・９，５００人）及び関係者
■実施期間　　平成２６年７月　　～２７年３月

	役割分担


	■協働相手として想定される市の担当課

国際課
■岡山市に期待する役割

「おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト」への掲載、多言語行政情報の提供、翻訳通訳者、日本語教室の協力。
■提案する団体が果たそうとする役割
本事業も事務局及びコーディネイト及び企画・提案の実施。

	事業の展望及び

今後の活動展開
	☑ＮＰＯがネットワークを構築し、他団体と連携し実施することを目指す。
□岡山市の一般施策として市が主体的に実施して欲しい。

☑次年度以後も協働での実施を希望。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	具体的な目標（計画）があれば記載してください。

以前、岡山県国際課の「多文化共生ポータルサイト」の立ち上げを委託事業で実施した経験がある。岡山県国際交流協会や自治体国際化協会の協力で先進的Ｗｅｂサイトと連携した事業展開をはかりたい。


■収支予算案(概要)
＜収　入＞

	費　　目
	金　　額
	内　　訳

	自己資金等


	200,000円
	みんなでつくる財団おかやまからの寄付

	事業収入見込

	0円
	

	岡山市補助金（申請想定額）

	500,000円
	

	合　　　　計
	　    700,000円
	


＜支　出＞

	費　　目
	金　　額
	内　　訳

	事業実施経費


	   700,000円
	

	管理運営費


	     　0円
	

	合　　　　　計
	  700,000円
	


※添付資料　様式第２号「団体の概要書」，または団体の概要がわかる資料を添付してください。


	団　体　名
	（ふりがな）とくていひえいりかつどうほうじん　  めんたーねっと
特定非営利活動法人　メンターネット

	所在地
	〒703-8235
岡山市中区浜604-3　トラスト井上ビル2FBIO　原尾島オフィスB-7

	代表者職・氏名
	（ふりがな）おかざき　ひろゆき
（役職）　　理事長　　　　　　　　　　　　（氏名）　　岡崎　　博之

	事業担当者


	職・氏名
	事務局　  三輪 美幸

	
	電話
	086（　232　）1538
	FAX
	086（　232　）1538

	
	e-mail
	miwahoujin.m@kvf.biglobe.ne.jp 

	設立（活動）開始年月
（法人設立年月）
	　　　平成16年　　1月　　　　　活動歴　10年  3 ケ月（平成　26年4月末日現在）

※法人の場合（法人設立　平成　16年　7月）

	団体の目的
	ICTを活用して、多文化協働社会の実現を目指し、自立と相互扶助の精神のもと、在住外国人に対して職業能力の開発、雇用機会の拡充及び創業を支援する事業等を行い、地域経済の活性化に寄与することを目的とする。

	主な活動
（事業）
	・外国人への入国在留（VISA）・生活相談及び個別支援
・外国人技能実習生受入協同組合への法的保護情報講習、日本語学習支援

・留学生等外国人雇用・起業相談、日本への投資経営相談及び入管手続き
　上記を中心に「士業」の専門家集団として地域で先駆的役割を果たして活動している。

	組織
	正会員数
	個人：25人
団体：
	賛助会員数
	個人：10人
団体：

	
	役員数
	9人(内有給　　0人)
	職員数

(従業員数)
	常　勤
	1人(内有給　1人)

	
	
	
	
	非常勤
	1人(内有給　0人)

	主な活動地域
	岡山市　　北区・中区・東区・南区
その他（　岡山県内全域　　）
	会員の入会条件　　特になし

	事業の規模

（実施回数）
	 eq \o\ac(○,・)ほ ぼ 毎 日　　・毎週　 　回

・毎月　　 回　　・年　　 　回
	対象者・参加者数（延べ）
	市内在住の外国人　約1万人

	団体の財政状況

(該当部分のみ記入)
	経常収入

(経常収益)
	会　費：　　　　276,000 円　事業収入：　　  　36,000　円

寄付金：　　　　　7,000円　その他：　　 　1,208,370 円
	(収入合計)

1,527,370円

	
	経常支出

(経常費用)
	事業費：　　　　350,520 　円　管理費：　　1,006,622　　円

その他：　 　　 　　　 　円
	(支出合計)

1,357,142円

	
	資産・負債
	資産
	3,269,935円
	負債
	2,860,735円
	正味財産合計
	409,200円

	広報関係の有無
	（会報、広報誌）　有　（年　　　回発行）　　　／　　無

	
	（ホームページ）

　　　　有（URL　http://mentor.or.jp/　・ http://ginou.mentor.or.jp/　）／　無

（ホームページで公表している情報を○で囲んでください）

 eq \o\ac(○,・)事業報告書　　 eq \o\ac(○,・)決算状況　　 eq \o\ac(○,・)活動状況　　・その他（　　　　　　　　　）

	これまでの協働事業や、助成金、委託を受けた実績

（企業や大学については公益活動についてのみ記載）
	※これまでに岡山市や他の行政機関から事業を受託したことがある場合は、事業名・委託契約先名・受託時期を、また、これまでに岡山市や他の行政機関、民間団体等から助成金を受けたことがある場合は、名称、助成団体、金額、時期等を記入してください（過去５年間程度）。

日本郵便株式会社　平成22年度　年賀寄附金配分助成金　1,800,000円
日本郵便株式会社　平成25年度　年賀寄附金配分助成金　3,400,000円
岡山県中小企業・小規模事業者新事業展開雇用創出支援事業（平成２５・２６年度）　3,120,000円



平成　26年７月２日

岡山市長　様

　

　　　　　　　　　　　　申請者　団体名　特定非営利活動法人メンターネット
　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　岡山市中区浜604-3トラスト井上ビル2階BIO原尾島オフィスB-7
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　役職　理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　岡崎　博之　　　　㊞

平成２６年度岡山市市民協働推進モデル事業提案書

岡山市との協働により課題解決を図るため，平成２６年度岡山市市民協働推進モデル事業

を提案します。

	提案事業の名称
	外国人市民へのＷｅｂサイトによる多言語情報提供

	テーマ
	外国人市民へ多言語での情報提供を促進し、日本人市民と協働した「多文化共生・協働社会」を進化させる。

	提案事業の

目的及び概要
※詳細については第２号様式に記入し、ここでは要約して欄内に収まるように記入してください。
	目的：人口減少時代を迎え、行政及び各種社会資源と協働し、外国人市民が地域活動に参画し、安全・安心な暮らしを実現し、地域経済社会の活性化を図る。

概要：岡山のボランティア日本語教師・翻訳通訳者のネットワークをつくり、岡山市国際課と協働して外国人市民への多言語情報提供を包括的に行う。

	事業の実施予定期間
	平成　26年　7月　1日～平成　27年　3月　20日

	補助金申請想定額

及び事業予算総額
	補助金申請想定額　　　　　　　　　　　　500千円

事業予算総額　　　　　　　　　　　　　　700千円




（添付書類） 　①　事業計画書(様式第４号)

②　事業収支予算書（様式第５号）

③　団体の概要書（第２号様式）

3 　その他事業内容や団体概要がわかる資料等

（様式第４号）
協働推進モデル事業計画書（本提案用）
(記載が複数ページにまたがっても差し支えありませんので、できるだけわかりやすく具体的に記述してください。ただし、この企画書はA4サイズで４ページ以内で記述願います。)

	提案団体名
	団体名
	　特定非営利活動法人　メンターネット

	
	合同提案団体

（＊協議体・実行委員会等で提案される場合は構成団体をすべて記載してください。）
	岡山県中小企業団体中央会（岡山県外国人技能実習生受入組合協議会）

財団法人国際技術交流事業団

特定非営利活動法人岡山日本語センター（アジア国際センター・日本語教室含む）

	提案事業の名称
	外国人市民へのＷｅｂサイトによる多言語情報提供

	提案事業の目的
	人口減少時代を迎え、行政及び各種社会資源と協働し、外国人市民が地域活動に参画し、安全・安心な暮らしを実現し、地域経済社会の活性化を図る。
入管法改正などにより、来春より新規に入国する外国人が増加することが予定されているが、地域での「多文化共生」活動は立ち遅れている。
２０１４年１０月、１１月に「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」が開催されるが、外国人市民との交流を促進し、公民館活動などにおいて日本語学習支援や国際理解教育を強化する必要がある。
そのためには、岡山のボランティア日本語教師・翻訳通訳者のネットワークをつくり、合同提案団体及び岡山市国際課と協働し、わかりやすい日本語・多言語でＷｅｂサイト及びFacebookなどによる情報提供を行う。

	課題の緊急性・重要性（市民ニーズ含む）


	１.解決する課題

外国人市民への生活・風俗習慣、行政、在留資格などの多言語情報提供が一元化されていない。わかりやすい日本語や多言語により報提供することは、外国人市民の地域での活動及び行政への参画にとって重要である。
２.市民ニーズ

外国人市民が日本で生活していく上で、日本語能力を高めて、職場・学校・地域社会で、トラブルを未然に防止し、多様な問題を解決し、円滑な仕事・学習・生活を可能にすること。
そのことは、日本人市民にとってもより良い地域社会づくりに寄与することとなる。

３. 課題解決の方策
①ＮＰＯ法人メンターネットが作成しているH.P上で、岡山市の多言語情報を掲載し、加えてやさしい日本語を含む独自の情報を提供していく。

（http://ginou.mentor.or.jp/　）
それを岡山市の「おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト」へリンクし、掲載する。
　（http://www.okayama-tbox.jp/kyoudou）
また、Facebookにより広く広報していく。

2 ボランティア日本語教師、翻訳・通訳者のネットワークを組織し、交流し、登録することにより、協同組合や企業、各種機関、外国人市民に効果的な情報提供及び情報共有をすることができる。
➂関係者で定期的に企画会議を開催し、情報共有を行い、ウェブサイトの充実を図る。


	協働の必要性

及び効果と目標

（協働の役割分担を含む）

　
	１.協働の必要性と相乗効果

在住外国人支援について行政及びＮＰＯ・ボランティア団体はそれぞれに活動している。ＮＰＯなどが、岡山市国際課及び外国人市民に関連する部門と情報を共有し協働していくことにより相乗効果・波及効果を得ることが可能となる。
特に孤立している外国人市民に必要な情報を提供することは、地域での安全・安心な生活に寄与する。

この事業を推進することは、行政・ＮＰＯ協働のモデル事業となることができる。

２.提案団体が果たす役割

事務局及びコーディネイト及び企画・提案の実施。

ウェブサイトでのわかりやすい日本語、多言語による情報提供をする実務。
３.岡山市の担当セクションと市が果たす役割

＊岡山市国際課は各部門の外国人市民の相談・要望及び情報をとりまとめ、情報共有。

「おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト」への掲載

＊多言語行政情報の提供　＊別紙（岡山市の多言語情報一覧）

＊翻訳通訳者の本事業への参加希望者の紹介
＊岡山市の日本語教室（西川、北・京山・岡輝・御津公民館）の協力
４．期待する事業成果・目標値等

1 わかりやすい日本語、多言語の外国人市民へのＷｅｂサイトによる広報。行政の多言語情報へのリンクを貼り、わかりやすい生活情報などの情報が得られやすいように、外国人市民の立場に寄り添ったウェブサイトの作成を行う。
おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト「つながる協働広場」への掲載や、Facebookを使用しての情報発信により多くの外国人市民への広報が実現できる。
2 ・日本語教師、翻訳・通訳者合わせて15人以上のネットワークを組織し、人材育成を兼ねた交流・研修会を行う。
５．派生的事業と効果
・「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の地域での実践に寄与することができる。

・岡山市国際交流協議会の一員として、岡山市外国人市民会議、岡山市多文化共生推進ネットワーク会議の活性化に一定の役割を果たしてきたが、その活性化につながる。

・ウェブサイトの充実を図ることにより、外国人市民の方が情報を得られやすくなる。そこから、今まで外国人市民の方が情報不足により参加してこなかった地域活動への参加につながる。具体的には、防災訓練などにも参加することによって、安全・安心な地域社会の実現へとつながっていくことになる。
・ウェブサイト上で相談窓口を紹介する、及びメールなどを通じて外国人市民の相談を受けることによって、個別支援へとつなげることができる。
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・こういった情報を多言語で提供していき、さらには関連する行政情報へのリンクを貼ることによって、外国人市民にわかりやすいウェブサイトの構築を目指す。

・ウェブサイトの企画
1 わかりやすい日本語での独自の生活情報提供の充実。
2 市役所の各部門の多言語情報へのリンク貼り。

3 日本語でしか提供されていない情報で、外国人市民に必要なものをわかりやすい日本語や多言語で迅速にお知らせしていく。

4 よくあるQ&Aなども作成して、外国人市民の方が欲する情報の提供に努める。「こういった相談はこの窓口へ」といった、どこに相談へ行けばよいのかという案内を掲載する。さらには、ウェブサイト上にメールフォームを設けてメールでの相談を受け付ける。

コンテンツ
・トップページ（最新情報提供、お知らせ）

・生活情報ページ（交通ルール、買い物の仕方・病院への行き方、火事・救急車、警察、自然災害・大雨、地震、ごみの出し方…随時追加していく）及び、それぞれの内容に即した行政部門へのリンク

・リンクページ（行政各部門、その他関係先へのリンク）
・相談情報ページ（よくあるQ&A、相談窓口の紹介）

・メールフォーム

ほか、企画会議により、提案検討しつつ必要なコンテンツを増やしていく




	事業の内容


	岡山のボランティア日本語教師・翻訳通訳者のネットワークをつくり、合同提案団体及び岡山市と協働して下記事業を包括的に行う。

1 わかりやすい日本語、多言語の外国人市民への独自Ｗｅｂサイトによる広報
（おかやまＮＰＯ・ボランティアサイト「つながる協働広場」への掲載）

岡山市Ｈ．Ｐの多言語に対応している部門の広報、自治体国際化協会の多言語情報などのリンク貼りや広報。Facebookを使用しての情報発信。外国人市民の視点に立ったわかりやすい情報提供。
2 日本語でのコミュニケーションが不十分な外国人市民への翻訳者・通訳者及び日本語教師による支援事業を行う。同時に生活していく上での問題点を掌握する。

3 日本語教師・翻訳・通訳者の交流会・研修会を開催し、外国人市民への講習・研修で活動いただく。また、情報共有しやすい環境を整える。

	事業の実施体制
	1． 総括責任者　

NPO法人メンターネット　理事長　岡崎博之
2． 個別事業責任者

　日本語教師ネットワーク：岡山日本語センター　理事長　浦上典江

　翻訳・通訳者ネットワーク：　国際技術交流事業団　事務局長　生田千晴

事務局・調整員：　NPO法人メンターネット　事務局長・田頭健司、事務局員　三輪美幸
3． 事業実施にあたっての専門性やノウハウ
日本語教師、翻訳・通訳者、ＩＴ技術者、行政書士など専門家や実績豊富な経験者

	事業スケジュール
	　　　月

実施事業内容

7月
本事業関係団体による企画会議で事業の具体化
関係者・市民への提案・広報開始。

9月
ウェブサイト立ち上げ。
Facebookでのウェブサイトの広報開始。

企画会議

１０月～

１１月
日本語教師・翻訳通訳者の交流会・研修会の開催。
多言語Ｗｅｂサイトの充実。ＥＳＤに関するユネスコ世界会議に関連した行事に参加
～３月
定期的な企画会議及びウェブサイトの充実（コンテンツの随時追加）


	実施する上で連携が必要と思われる団体と期待される役割

	名称
	期待される役割

	
	岡山県中小企業団体中央会
	外国人技能実習生への通訳者の事業への参加

	
	財団法人国際技術交流事業団
	翻訳・通訳者の派遣

	
	ボランティア日本語教室のグループ
	日本語教師ネットワークへの参加

	
	
	

	事業の展望及び
今後の活動展開

	☑ＮＰＯがネットワークを構築し、他団体と連携し実施することを目指す。
□市が主体的に実施して欲しい。

☑次年度以後も協働での実施を希望。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	具体的な目標（計画）があれば記載してください。

岡山県国際交流協会や自治体国際化協会の協力で先進的Ｗｅｂサイトと連携した事業展開をはかりたい。


　
協　働　事業収支予算書
	提案事業名
	外国人市民へのＷｅｂサイトによる多言語情報提供


	＜収　入＞

	科　　目
	金　　額
	内　　訳

	自己資金等
	申請団体
自己資金
	
	２００，０００
	みんなでつくる財団おかやまより寄付

	
	合同提案団体負担金等
	
	　　　　　　０
	

	　　　自己資金等合計(ａ)
	２００，０００
	

	事業収入見込
	
	　　　　　　０

	

	事業収入見込合計（ｂ）
	　　　　　　０
	

	岡山市補助金申請額(ｃ)
	５００，０００
	

	収入合計(ｃ)＝(ａ)+(ｂ)＋(c)
	７００，０００
	


＜支　出＞

	費　　目
	金　　額
	内　　訳

	事業実施経費
	1、 人件費
2、 報償費

3、 旅費交通費

4、 消耗品

5、 食糧費

6、 印刷製本代

7、 通信運搬費

8、 使用料・賃借料
9、 委託料
	     140,000
     190,000
      50,000

      60,000

      10,000

     100,000

      30,000
      20,000

     100,000
	1,000円×２人×70時間
翻訳者・14万、外部講師講師料・５万
講師交通費、事業に伴う交通費駐車場代

Webサイト・ネット関連、事務用品

会議・研修会のお茶代

リーフレット・チラシ・印刷コピー代
通信費等
会議・研修会・イベント会場使用料

Ｗｅｂサイト構築・管理

	事業実施経費合計（ｄ）
	 700,000
	

	管理運営経費
	
	　　　　　　0
	

	管理運営費合計（ｅ）
	         0
	

	総事業費(ｆ)＝(d)＋(e)
	 700,000
	※収入合計（ｃ）と同額


（添付書類等）１．人件費等については、積算の根拠（これまでの実績や独自の単価表）を添付すること

　　　　　　２．参加料などの事業収入を見込む場合は「収入見込み」欄に計上
「外国人市民へのＷｅｂサイトによる多言語情報提供」事業計画

1、 実行委員会の設立

1） メンバーと役割分担

岡山市国際課

ＮＰＯ法人メンターネット（事務局、ＩＴ技術者・専門家）
岡山県中小企業団体中央会（通訳者）
財団法人国際技術交流事業団（翻訳通訳者）
ＮＰＯ法人岡山日本語センター（日本語教師）
＊オブザーバー

2） 第１回実行委員会（企画会議）
日時：８月　日（　）

場所：ＮＰＯ法人メンターネットＯＲ岡山ＮＰＯセンター
＊以後、定期的に企画会議を開催する。
2、 Ｗｅｂサイト

1 サーバー　――スマイルサーバ
2 独自のＨＰアドレス　――　http://www.mentor.or.jp/　

3 フェイスブック　――　https://www.facebook.com/mentornet.or.jp　

4 岡山市のおかやまＮＰＯ・ボランティアサイト「つながる協働広場」へのリンク掲載
3、 Ｗｅｂサイト事業内容

1） 岡山市の多言語情報

1 岡山市のＨＰは自動翻訳（９か国語）になっているが、外国人市民に必要な情報がすぐには得られない。（リンクで紹介する。）
2 各部門の多言語行政情報（ＰＤＦで自動翻訳できないものを含む）をまとめて掲載する。

3 国際課関連の情報

2） 独自のＷｅｂサイト立ち上げ
1 ふりがな付き情報（http://ginou.mentor.or.jp/　）

2 多言語情報提供

3 テーマ毎の情報

＊生活・風俗習慣

＊ビザ・在留資格

4 岡山市外のリンクする情報

＊岡山県国際交流協会、自治体国際化協会

⑤更新する必要がある情報をどうするか。

3） フェイスブック

1 Ｗｅｂサイトを見てもらうため

2 行事・イベント案内や時期を得たもの

➂ＥＳＤに関するユネスコ世界会議の情報提供
4） メール相談コーナー
①ビザ相談を回答し、Ｑ＆Ａを掲載する。

②各種社会資源との連絡体制
＊岡山市外国人市民会議、岡山市多文化共生推進ネットワーク会議
4、 日本語教師・翻訳通訳者の交流会・研修会
１）　日本語教師のネットワーク

1 日本語教室へ案内し、希望者を登録する。

2 岡山市内：公民館、ＯＪＣ，アジア国際センター、めざす会
＊西川アイプラザ、北・京山・岡輝・御津公民館

3 岡山市外：岡山県国際交流協会、倉敷、児島・・
4 その他：岡山外語学院
2） 　　翻訳通訳者のネットワーク
1 財団法人国際技術交流事業団
2 岡山市役所
3 岡山県中小企業団体中央会（外国人技能実習生受入組合協議会）
4 プロの翻訳通訳者
３）　交流会・研修会

日時：１０月　　日

場所：きらめきプラザ
講師：岡山外語学院、大学
（様式第２号）





団体の概要書





所属する法人・団体毎に記載してください。（該当しない部分は空白で結構です。）


次の資料を添付してください。①役員名簿　②会員名簿　③団体の定款・規約・会則等


④前年度活動報告及び活動(収支)計算書　⑤その他団体の内容がわかる資料





（様式第３号）





（第２号－２様式）





（第２号様式）





（様式第５号）








ホームページの生活情報のコンテンツ例
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消防署(しょうぼうしょ)への
通報(つうほう)

大きな(おおきな)火事(かじ)を見つけたら(みつけたら)、すぐ消防署(しょうぼうしょ)に知らせ(しらせ)ましょう。消防署(しょうぼうしょ)の電話番号(でんわばんごう)は119です。
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